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今日から楽しいプール遊び

二一7月8日プール聞き---

池や手作り遊具でたくましく……・・・

上

塩

尻

八

九

(城下保育園) 間
島
ふ

ち
た
さ
ん城下保育園は、小牧山のふところに抱かれた、城下地籍にあり、昭和10年に創立された古い保育園

で、親子 2代が同窓生という姿もたくさん見られます。

園舎は、全長70メートル余とうなぎの寝床のように長〈、それに負けず細長い園庭で 230余名の園

児が毎日歓声を上げています。

自然の川の水を利用 した池は、砂場とつながって、水とたわむれた り、砂山を築いたりの子供の欲

求を満し、歴史を語る「けやき」や桜の大樹に綱を掛けたり、渡したりの手作り遊具にいどむ園児た

ちは、遊びの中で足、腰、腕に力をつけ、バランスを保つなど体をきたえています。(城下保育園長)

泉

八

五

主 な内容
キ
.
卜
さ
ん道路など環境中点にやIIi正、 6月定fijlJrlT説会終る 2ページ

市長相談日
「市民と市長の日 iを8月1日(月)午前?
時から午後4時まで、市役所3階市長室
でf干し、ます。お気軽におでかけください。

下水道処.f1!(施設カ‘完成・…・・一一・一一..…- 一….............3ページ

上回わっしょいフ月30日(白、夏の一夜をみんなて踊ろう・4 ・5ページ

県民日E動税1t大会、 iソトフ'ロ ク大会参1m選手募集ー・ー……・…6ページ

事業所 くるみ1m入日月るい職場 〈上田市勤労者互助会〉・・・ ・ーー........アページ

楽しい花火は、正し 扱い安全な場所て・・・・・・・・ー ー・ー・..ーーー・・・ーー 8べーン

農地問題相談日
農地の取得 転用など~V也にかかわ
る問題で悩んでいる皆さんのために8
月1日開)午前8時30分から午後5時ま
で市役所2階段業委員会下務局で 「農
地問題相談」を行います おらL経に1;
出か!tくださ L、。



道
路
な
ど
環
境
整
備

、

重
点
に
補
正

医
療
費
貸
付
の
範
囲
を
拡
大

だ 昭和52年 7月16日一一一一(2)ー

6月定例
市議会終る

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
十
五
日
か
ら
六
月
二
十
八
日
ま
で
の
十
四
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で

は
、
医
療
費
貸
付
の
対
象
範
囲
を
広
げ
る
、
上
田
市
低
所
得
世
帯
医
療
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正
、
地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
、
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
。
景
気
の
回
復
を
図
る
た
め
に

、
地
方
公
共
団
体
に
も
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
公
共

事
業
の
実
施
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
五
十
二
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
補
正
予
算
。
収
入
役
の
選
任
な
ど
三
十
六
議

案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

予

算

え

補
正
予
算
額

一
般
会
計

報

七

億

二
千
七
十
三
万
九
千
円

広

特

別

会

計

一

一

億

六
千
七
百
七
十
万
三
千
円

一

予

算

総

額

紛

一

般

会
計

間
関

百
一

億
二
千
五
百
六
十
一
万
八
千

議

円

U
N
H
q
a
 

畑

明

特

別

会
計

一

四

十

億

一
千
七
十
六
万
円

一
マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

一

一

般

会

計

一

〈

総

務

費

〉

号

自

治

会
共
同
集
会
施
設
新
築
お
よ
び

n
t
 
日

用

地

購

入
費
、
防
犯
灯
お
よ
び
州
閣
不
板

第

設
置
補
助
金
、
市
役
所
庁
舎
改
造
工
事

，

背

な
ど
に
四
千
六
百
四
十
四
万
五
千
円

つ高747号、

意
見
書

〈
民
生
費
〉

民
間
人

に
よ
る
新
法
人
「
社
会
福
祉

法
人
し
い
の
み
会
」
が
今
年
度
か
ら
新

工
す
る
、
市
度
身
体
障
害
者
の
収
容
授

産
地
設
建
設
補
助
金
、
身
体
障
害
者
厚

生
医
療
代
、
南
部
保
育
園
遊
戯
室
新
築

事
業
対
象
を
拡
大
す
る
な
ど
の
措
置
を

講
じ
、
同
法
の
延
長
を
は
か
る
よ
う
要

望
し
た
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
完
全

工
事
貨
な
ど
に
五
千
五
百
八
万
二
千
円
。

〈
衛
生
費
〉

上
小
衛
生
施
設
組
合
、
上
田
市
兵
回

町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
、
大
星
斎
場

組
合
、
上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合

へ
の
負
担
』
金
な
ど
に
六
千
七
百
五
十
六

万
一

T
円
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

浦
里
西
部
地
区
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建

設
補
助
金
、
農
村
総
合
整
備
モ
テ
ル

事

業
費
、
同
和
地
区
農
業
振
興
費
、
泉
国
農

免
道
路
準
備
事
業
負
担
金
な
ど
に
一
億

二
千
五
百
三
十
五
万
六
千
円
。

〈
土
木
貴
〉

道
路
新
設
改
良
工
事
校
、
秋
和
上
堀

線
改
良
工
事
賀
、
交
通
安
全
施
設
監
備

事
業
費
、
自
然
運
動
公
園
プ

l
ル
本
体

工
事
費
、
千
曲
川
市
民
公
園
建
設
工
事

費
な
ど
に
三
億
五
千
六
百
五
十
一
万
円
。

〈
教
育
費
〉

庭
球
コ
ー
ト
改
修
工
事
品
目
、
庭
球
コ

ー
ト
夜
間
照
明
施
設
設
置
費
、
城
下
小

学
校
給
食
室
改
修
工
事
切
な
ど
に
六
千

八
十
四
万
八
千
円
。

重度身体障害者の授産施設建設予定地
(中之条、旧清修寮跡)

〈
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
戦
災

に
よ
る
一
般
傷
病
者
お
よ
び
死
没
者
遺

族
な
ど
の
実
態
調
食
の
早
期
実
施
と
援

書
に
つ
い
て
事
実
審
理
を
行
っ
た
う
え

て
、
公
正
な
判
決
を
く
だ
す
こ
と
を
強

〈
求
め
た
「
秋
山
手
件
の
口
頭
弁
論
と

円
条

例

、.胃-.堅固- ". -，... 
火災により焼失した城下小給食室の復旧工事進む

マ
上
田
市
低
所
得
世
帯
医
療
資
金
貸
付

条
例
の
一
部
改
正

経
済
的
に
苦
し
い
低
所
得
世
待

(
市

民
税
が
灼
等
訓
、
非
課
税
の
世
楕
)
の

皆
さ
ん
が
、
負
似
や
疾
病
に
か
か
リ
、

医
療
伐
の
支
払
い
が
凶
燐
な
場
合
医
ゆ

資
金
の
貸
付
を
行

っ
て
き
ま
し
た
か

近
年
の
不
況
に
よ
り
失
業
し
た
り
、
経

営
が
苦
し
く
な
る
な
ど
、
現
実
に
医
療

貨
の
ね
ん
出
が
困
維
な
皆
き
ん
も
対
象

と
す
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。
ま
た
、

条
例
の
名
称
も
「
上
回
市
医
療
資
金
貸

付
条
例
」
に
改
め
ま
し
た

貸
付
限
度
額
五
十
万
円
、
年
利
率
二-

%
は
変
り
ま
せ
ん
。

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

、
保

険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
挺

制
世
管
主

(
世
島
市
主
が
国
保
に
入

っ
と

い
な
い
世
帯
)
へ
の
課
税
の
廃
止
、
低

所
得
者
の
保
険
税
の
軽
減
な
ど
改
正
し

ま
し
た
。

マ
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
国
会
議
口
の
選
挙
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
よ
リ
、
選
挙
氏
、
管
理
者

立
会
人
め
報
酬
額
を
改
正
し
ま
し
た
・

を千族
、人労

未働
i~ の
規評
+真価
全，j，
1玉l
:qz製
必]造

貸業
金Il
に人
ょ以
る i



用
地
賜
入
品
目
、
防
犯
灯
お
よ
び
仙
川
似

ぷ
百
倒
防
令
.
市
役
所
庁
合
改
造
工
学

帽

H
4
ど
に
四
千
六
百
四
卜
四
万
五
千
円

勾-
第一

マ
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
か
五
十

一

四

年

三
月
末
で
失
効
す
る
に
つ
い
て
、

一

部

落

差
別
を
一
日
も
早
く
解
消
し
、
部

一
浩
の
生
活
環
境
整
備
を
は
か
る
た
め
、

齢

同

法

を

よ

り
強
化
し
、
地
方
自
治
体
的

叫
制
超
過
負
担
を
解
消
す
る
よ
う
国
庫
補
助

4
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収
入
役
に

母

袋

範

雄

さ

ん
b
F
 

U

ふ
い

aw
d
、

六
月
定
例
市
議
会
で
、
収
入
役
に

母
袋
範
雄
さ
ん
が
宮
崎
盛
登
さ
ん
の

後
任
に
き
ま
り
ま
し
た
。

宮
崎
さ
ん
は
、
四
十
八
年
七
月
か

ら
四
年
間
お
つ
と
め
い
た
だ
き
、
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

〈
収
入
役
〉

母
袋
範
雄
さ
ん
(
五
十
八
歳
)

〈
略
歴
〉

長
野
県
立
小
県
蚕
業
学
校
卒
業
、

塩
尻
村
助
役
、
上
田
市
福
祉
事
務
所

長
、
同
民
生
部
長
、
同
議
会
事
務
局

長
、
同
消
防
部
長
、
上
小
地
域
広
域

事
重
対
象
を
並
大
す
，
告
を
ど
の
措
置
を

講
し

、
問
、法
の
延
長
を
は
か
る
よ
、
7
要

望
し
た
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
完
全

実
地
と
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
強

化
延
長
に
関
す
る
意
見
書
」
。

マ
太
平
洋
戦
争
は
、
国
内
外
に
多
く
の

悲
惨
な
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
が
、
一

般
民
間
人
の
援
護
措
置
は
何
ら
講
じ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
一
般
民
間
人
の

戦
災
遺
族
、
戦
災
傷
病
者
が
一
日
も
早

行
政
事
務
組
合
消
防
長
、
農
業

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

半

田

栄

一

さ

ん

六
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
、
半
田

栄

一
さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
〉

半
田
栄
一

ー
さ
ん
(
六
十
四
歳
)

〈
略
歴
〉

長
野
県
立
上
田
中
学
校
卒
業
、
原

町
自
治
会
長
、
上
田
市
民
生
委
員
、

保
護
司
、
上
田
市
議
会
議
員
三
期
、

上
田
市
消
防
委
員
会
会
長
、
側
室
屋

商
庖
社
長
。

(
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
、
7
、
戦
災

に
よ
る
一
般
傷
病
者
お
よ
び
死
没
者
遺

族
な
と
の
実
態
調
査
の
早
期
実
施
と
援

護
法
を
早
急
に
制
定
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
た

「
戦
時
災
害
援
護
法
制
定
に
関
す

る
意
見
書
」
。

マ
秋
山
事
件
の
石
川

一
雄
被
告
に
た
い

し
、
最
高
裁
判
所
は
、
多
く
の
国
民
の

不
信
の
声
に
耳
を
傾
け
、
一
日
も
早
〈

口
頭
弁
論
を
聞
き
、
新
証
拠
、
新
鑑
定

書
に
つ
い
て
布
宇
宰
芦
客
省
理
を
f

打
っ
た
‘
7
、え

で
、
公
正
志
判
決
を
〈
だ
す
こ
と
を
強

〈
求
め
た
「
秋
山
事
件
の
口
頭
弁
論
と

事
実
審
理
の
早
期
実
現
に
関
す
る
意
見

書
」。
マ
米
作
農
家
の
所
得
を
補
償
し
、
そ
の

再
生
産
を
確
保
す
る
た
め
、
五
十
二
年

産
米
政
府
買
入
基
本
価
格
に

つ
い
て
、

一
俵
(
六

O
均
)
二
万
円
以
上
と
す
る

こ
と
。
価
格
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、
家 火災に よ

一
部
改
正
に
よ
り
、
選
挙
長
、
同umL4h

立
A
口
入
内
報
酬
額
を
改
正
し
ま
し
た
。

族
労
働
の
評
価
は
、
製
造
業
五
人
以

f

千
人
未
満
規
模
全
国
平
均
賃
金
に
よ
る

を
、
製
造
業
五
人
以
上
規
脱
会
国
平
均

賃
金
に
、
企
画
管
理
労
働

の
無
評
価
を

あ
ら
た
め
、
こ
れ
に
賃
金
を
付
与
す
る
、

自
作
地
地
代
の
評
価
は
、
統
制
小
作
料

に
よ
る
を
笑
納
小
作
料
に
す
る
よ
う
改

善
を
要
望
し
た
「
昭
和
五
十
二
年
産
米

の
買
入
価
格
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど

六
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

~t.~温聞・眼磨署~ iミ四 島 』 恥‘

快適な生活環境をつくるため、 42年に下水道事業に着手してから10年が絞 2
過しました。また、皆さんのご家庭、事業所で、下水道が使用できるように ま

なってから、 7月 1日で満 5年を迎えまし た。 事

この問、約22億 5千万円を貸し、市街地の中央部 154ヘクタール(30自治

会)が使用可能になリ 、現在、昼間25，000入、夜間12，000人の皆さんが下水

道を利用され、快適な日常生活を営まれています。

使用可能地域の世帯や事業所か ら排水された汚水は、地下に埋設された下

水道管で古舟橋下流の下水浄化セ ンターに集められ科学的に処理されています。

下水浄化セ ンターでは 、処理施設を三系列建設する計画で事業を進めてい

ますが、この程、一系列目が完全に完成しまし た。この完成により、今まで

埋め立ていた泥汚も汚泥乾燥焼却炉 (広報うえだ 6月16日号で紹介)により

処理できるようになりました。

一系列自の処理能力は、 1日12，000tで、現在は、 1日平均 8，000tの汚

本が処理され、浄化 された水は、千曲川に放流されています。二系列目も、

下水道使用地域拡大に備え着工しました。

下水道が使用できるご家庭や事業所で、まだ使用されていない皆さ んは、

1日も 早〈下水道を使用されるようお願し、します。

(写真l立、左端円筒の建造物が汚泥消化そう 、右へ汚泥焼却炉、汚泥処理室、エヤ
レーションタンク、手前へブロワ一室、最初ちんでん;也、 左へ計量池、ちん砂池・

ロワ一室の左方の最終ちんでん;也、消毒 ・中和装置をへて千曲川へ放流)
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夏の一夜みんなて踊ろう

え

小さな子供さんも踊れます

つ...~ 747号 (襲税鋭総書)一一一広報

じ
月
三
十
日

ωは
、
市
民
ま
つ
リ
「
上

回
わ
っ
し
ょ
い

い
で
す
。

47号ー

J?;二
第十 太
斤 五鼓

一 日 を
罰(月)打
仁 午っ

量後て'" __._司

f些た
属工 X
J 分は

¥ま

で七
に月

「み

こ
し
」
「
踊
リ」
「
秋
」
「
太
鼓
」
・

・
:
・
。
ア
イ
デ
ィ
ア
に
あ
ふ
れ
た
楽
し

い
「
述
」
を
作
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

「
連
」
作
り
は

内
治
会
、

職
場
、
趣
味
の
会
:
・
ど

ん
な
グ
ル
ー
プ
で
も
よ
い
の
で
す
。
服

装
も
自
由
、
別
に
そ
ろ
え
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

「
踊
り
」

の
練
習
は

速
の
中
で
踊
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
が

い
た
ら
、
そ
の
人
を
講
師
に
。
初
め

て

の
人
ば
か
リ
の
速
は
、
上
回
民
踊
連
合

会
の
会
員
の
方
か
ら
指
導
を
受
け
て
く

，
た
さ
い
。

か
ら
、
定
期
パ
ス
の
停
留
所
の
場
所
が

変
り
ま
す
。
上
田
駅
前
の
停
留
所
が
西

講
師
の
住
所
、
従
話
番
号
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

とても楽しカ、ったよ (昨年の上回わっし ょい力、 ら)

事
務
所
聞
き
は

七
月
二
十
五
日
間

七
月
二
十
五
日
間
に
上
回
商
工
会
議

所
二
階
へ
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
事
務
所
」

を
開
設
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
事
務

所
聞
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
の

日
か
ら
「
連
」
の
受
付
が
始
ま

り
ま
す
。
速
の
人
数
、
代
表
者
の
お
名
前

住
所
を
事
務
所
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

中
也
話
は
、

@
O
七
二

O
番
で
す
。

「
述
」
受
付
の
締
め
切
り
は
、
七
月

二
十
八
日
附
で
す
。

「
連
」
打
合
せ
会
議
は

七
月
二
十
九
日
幽

当
日
の
注
意
事
項
、
速
の
出
発
位
置

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
連
打
合
せ
会
議

は
、
七
月
二
十
九
日
樹
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
上
回
市
役
所
六
階
大
会
議
室
で
。

代
表
の
人
、
ま
た
は
代
理
の
人
は
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

寄
付
募
集
は

七
月
十
九
日
か
ら

今
年
の
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の
予

算
額
は
、
四
百
万
円
。
そ
の
半
分
が
市

内
の
企
業
か
ら
の
ご
寄
付
で
す
。
実
行

委
員
会
常
任
委
員
に
よ
る
寄
付
募
集
が

七
月
十
九
日
同
か
ら
行
わ
れ
ま
す
の
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

左
表
の
時
刻
表
の
よ
う
に
臨
時
パ
ス

電
車
が
で
ま
す
。

ー一一一一上田わっしょい

踊り講師一覧表一一一一

!氏名丁住 所|電話 氏名 住所
電話

|中間てL子1上川酬4仲生形124二回61
ーー

池田武子常磐城1-7・1924-8990 

細川 保子諏 訪 1334 三輪歌子 中央3-8-22
24-0825 

中村久枝 川辺町 87 2122-4819 菅沼せきじ 上塩尻206-7
(相2・9007

徳武志げん…i22-246~医口義和 下塩尻 31224-6854 
水野錦子子国中央 加138-2414

滝沢良江 中央北2・7・223-1438 

羽図ゆり 1 2-6-11L2一口 市川 久子
岡 73431-2904 

宮原つね代大手2ー5-15llHtpjHAE54l∞ 清水とし子 天神 4-217 24ー5344
内線2; 6 

山崎よしゑ 上 川 原柳22-5684 高僑きみ子
千曲町 2 7 22-8321 

両角かね代|三好町 520124-w山岸常敏
千曲町1011・90(伺3・57241

金沢佐多子|中央2-24-3123-0582若林智恵下
緑が丘1・21・423-]380 

市
内
を
ま
わ
る
「
花
車
」
が
五
時
に

は
、
お
鉱
山
リ
広
場
に
集

っ
て
、
太
鼓
の

打
込
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

公
衆
便
所
は
、
上
田
駅
、
伊
勢
宮
境

内
、
原
町
に
あ
る
ほ
か
、
本
部
に
な
る

上
回
商
工
会
議
所
の
便
所
も
開
放
し
ま

す
。

み
こ
し
は
五
時

踊
り
は
八
時

午
後
五
時
、
み
こ
し
が
お
祭
リ
広
場

へ
入
り
ま
す
。
み
こ
し
の
練
り
は
七
時

四
十
五
分
ま
で
。
八
時
か
ら
九
時
四
十

五
分
ま
で
は
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の

踊
リ
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
部
前
で
は
、
市
内
有
志
の
人
達
に

よ
る

「
上
回
わ

っ
し
ょ
い

」
の
演
奏
、

広
場
の
あ
ち
こ
ち
に
は
、
水
飲
み
場
が

作
ら
れ
る
予
定
で
す
。

「太
鼓
連
」
lま

花
車
と
そ
の
周
辺
で
太
践
を
打
つ
太

鼓
速
は
、
昨
年
に
続
い
て
希
望
者
を
募

胎
世
ー
し
ま
6

4

q

。

2更

午
後
六
時
三

O
分
以
降
川
中
島
パ
ス
(
長
野

l
大
屋
)
は

国
道
十
八
号
(
産
業
道
路
)
を
通
行
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じ
月
三
十
日

ωは
、
市
民
ま
っ
け
「
上

回
わ
司
し
よ
い
・
て
す
，

L
A
段
を
打
っ
て
み
た
い
人
は
、
七
月

二
十
五
日
川
今
後
六
時
三
十
分
ま
で
に

事
務
所

(
商
工
会
議
所
二

階

)
へ
集
合

l
」
辛
子
し
ょ
、っ。

号司，
aaτ 弓'第一

当
日
の
本
部
は

一

商

工
会
議
所
前
に
本
部
が
作
ら
れ
ま

一

す
。

紛

緊

急
の

語

、

け

が

、

急

病

人

な

ど

問
一酬

は

、

本

部

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

話

例

年

、
迷
子
が
多
く
で
ま
す
。

踊
り

H
1
3
 

岬

鳴

が

始

ま

る

と

「
連
絡
放
送
」
に
長
い

時

一

聞

を
さ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
子

一

さ
ん
か
ら
目
を
は
な
さ
な
い
よ
う
に

だ

こ

と
に
中
央
交
差
点
付
近
は
、
混
雑
が

は
げ
し
い
の
で
避
け
た
方
が
よ
い
で
し

ょ
、つ
。

えつ一(5)一一一一昭和52年 7月16日 広報

交通

規制は

午後5時~

1 1時

午
後
丘
時
か
ら
十
一
時
ま
で
、
お
祭

リ
広
場
と
そ
の
周
辺
は
、
車
の
乗
り
入

れ
が
禁
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
定
期
パ
ス
は
、
午
後
六
時
三
十

分
ま
で
鷹
匠
町

の
交
差
点
と
西
武
上
田

病
前
の
聞
を
逆
行
し
ま
す
。

バ
ス
停
が
移
動
し
ま
す

交
通
規
制

の
実
施
さ
れ
る
午
後
五
時

だ会の
告の人

ぃ会 li
員か
グ〉リ

方の

か i皇
らは

指
導上
を回
受民
(t 踊
て i主
〈合

委
員
会
常
任
委
員
に
よ
る
寄
付
募
集
が

七
月
十
九
日
附
か
ら
行
わ
れ
ま
す
の
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

よ

る

っ

し

ょ

い

」

の

演

奏

、

広
場
の
あ
ち
こ
ち
に
は
、
水
飲
み
場
が

作
ら
れ
る
予
定
で
す
。

花
宙
?
と
そ
の
周
辺
て
太
釘
を
打
ペ
ホ

鼓
速
は
、
昨
年
に
続
い
て
希
望
荷
を
E

集
し
ま
す
。

か
ら
、
定
期
パ
ス
の
停
留
所
の
場
所
が

変
り
ま
す
。

上
田
駅
前
の
停
留
所
が
西

武
上
回
居
前
へ
移
り
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
乗
場
も
西
武
上
回
庖
前
へ

移
り
ま
す
が
、
交
通
規
制
解
除
後
は
、

上
田
駅
前
へ
も
ど
り
ま
す
の
で
、
現
場

の
係
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

左
表
の
時
刻
表
の
よ
う
に
臨
時
パ
ス

電
車
が
で
ま
す
。

駐
車
場
が
少
い
の
で
、
で
き
る
だ
け

電
車
、
パ
ス
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

臨
時
パ
ス
の
発
車
は
、
す
べ
て
西
武

上
回
庖
前
で
す
。

(
下
図
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
)

上回わっしょいプログラム

午前7.00 o花火打上げ

0花車、市内各方面へ

出発

0お祭り広場車両通行

止

0みこし出場

。みこし退場

。踊り 連整列

o実行委員長あいさつ

o 踊リスター卜

9.00 

午後5.00

7 .45 

8.00 

" 

" 

" 

午後10.20 

午後10.20 

別所行電車から

連絡

(以上上回交通)

臨時パス・電車時刻表

上田駅発

西武前発

下之郷発

電車別所行

パス赤坂行

別所行

丸子行

真 田行

傍陽行

富士山行

午後10

(以上千曲パス)

20 西武前発田中行

大川行

上室賀行

青木行

別所行 o踊リ終了

0清掃開始

9.45 

10.00 
" 

" 
0おまつ り広場交通規11.00 " 

午後10.00 

(以上川中島パス)

11 

11 

戸倉行

半過行

午
後
六
時
三

O
分
以
降
川
中
島
パ
ス
(
長
野
|
大
屋
}
は

国
道
十
八
号
(
産
業
道
路
)
を
通
行

制解除



だ 昭和52年 7月L6日一一一一(6)ー

お知らせ県
民
運
動
競
技
大
会

上
小
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

えI 
ー第

747号ー

7月4目、青年会議所の招きで上回を訪
:れた、ニュージーランドのデビー・G・ビ-
1チさん(23歳)と台湾のチエン・チィー・イ工
;ンさん(24歳)が表敬訪問、市長と歓談しま
;した。(写真は、ニュージーランドの説明を
;するデピーさん(左から二人目)と石井市
;長(右から二人目)

参
加
選
手
募
集

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

②
長
野
県
陸
上
鏡
技
協
会
登
録
者
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

③
一
選
手
一
競
技
に
限
り
ま
す
。

④
年
齢
は
、
五
十
二
年
四
月
一
日
現
在

で
す
。

〈

種

目
v

ω
m競
走

切

歳

以

上

男

子

二

名

問

m
競

走

四

歳
以

上

初

歳

未

満

男

女
各
二
名
。

同

却

歳

以

上

ω歳
未

満

男

子

二

名

同

制

歳

以

上

男

子

二

名

砲

丸

投

げ

出

歳

以

上

男

子

二

名

走

幅

と

び

日

歳

以

上

男

子

二
名

走

高

と

び

凶

歳

以

上

男

子

二

名

捌

m
競

走

印

歳

以

上

男

子

二

名

〈
お
問
合
せ
〉

教
育
委
員
会
体
育
課
体
育
振
興
係

格

::il~li胃i'!ii~:i:
~ii:::[築;:::i~::
:::::団1:1.'1:;
5検:::
ll:l:::き参!::.i~

〈
受
診
料
〉

一
人
、
六
百
五
十
円
、
検
診
会
場
の

受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

県
民
総
体
力
づ
く
り
運
動
の
推
進
を

目
的
と
し
た
、
第
五
団
長
野
県
民
運
動

競
技
大
会
の
上
小
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
、

報

八

月

二
十
八
日
岡
市
内
の
各
競
技
場
で

広

行

わ

れ

ま

す

。

一

こ

の

大

会

の

陸

上

践

校

一
般
の
部
の

一

上

回

市

代

表
出
場
選
手
を
次
に
よ
り
募

掛
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
官
製
は

婦
が
き
な
ど
に
種
目
、
氏
名
、
性
別
、
生

議
年
月
日
、
職
業
、
住
所
、
電
話
番
号
を

傑
明
記
し
て
、
市
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

一

七

月

二
十
s
八
日
附
ま
で
に
申
込
ん
で
く

一

だ
さ

い
。

(
一T
揃
大
手

一
l
一一

l
一

一

六
)

一

上

小

ブ

ロ

ッ
ク
大
会
で
上
位
入
賞
の

待
選
手
は
、
九
月
十
八
日
制
に
松
本
市
で

刊
行
わ
れ
る
県
大
会
の
出
場
権
が
得
ら
れ

ま
す
。

〈
容
貝

第

胃
ガ
ン

h
陣
同
発
見
を
目
的
l

巳
言
案

(
宮
@
四
一

O
O
内
線
五
五
五
)

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
二
十
五

歳
ま
で
の
女
性
を
対
象
に
、
着
物
着
付

教
室
の
生
徒
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
、
必
ず
来
館
し
て
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期

間

1
九
月
か
ら
十
月
ま
で
の
こ
か

月
間
。

コ
l
ス
H
H
毎
週
水
曜
コ

l
ス
と
木
曜
コ

ー
ス
。
い
ず
れ
も
午
後
六
時
か
ら
。

定

員

1
各
コ

l
ス
と
も
十
二
名
。

受
講
料
M
H

一
千
円
(
二
か
月
分
)

締
切
日

1
八
月
二
十
日

ω(た
だ
し
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

お
閉
会
せ

1
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(
宮

@
七
一
一
七
)

:三速i滋~~.誌

'~~f言己，~~~~半，.ift
:~I:賓と所:~~~~~~
~~~~~;:研，;r事'~~~~~~
:~~~r修i務.~~r
fを:容さ
;益法~~~j主主?と
I~~'募
~t~~'集ミ~~j認さ

裁
判
所
の
一
般
事
務
を
行
う
裁
判
所

事
務
官
お
よ
び
将
来
、
速
記
事
務
に
携

わ
る
裁
判
所
速
記
官
研
修
生
を
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は

早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈

資

格
v

昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
(
速
記
研

修
生
は
同
三
十
二
年
四
月
二
日
)
か
ら

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
人
。
性
別
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

け
た
人
。
現
在
、
胃
疾
患
で
治
療
中
の

人
。
胃
の
調
子
の
悪
い
入
。
妊
娠
中
の

人
。
八
十
歳
以
上
の
人
。

〈
受
付
期
限
〉

七
月
三
十
目
的
ま
で
。

〈
試
験
日
〉

第
一
次
試
験
十
月
九
日
間

〈
申
込
先
・
お
問
合
せ
〉

長
野
地
方
裁
判
所
(
〒
捌
長
野
市
旭

町

一一

O
八
番
地
雷
長
野
@
四
九
九

二

今
年
も
、
七
月
か
ら
十
月
末
日
ま
で

松
本
空
港
か
ら
大
阪
空
港
ま
で
の
航
受

便
が
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本
か
ら
大
阪
ま
で
一
時
間
十
五
分

日
本
ア
ル
プ
ス
の

山
な
み
を
眼
下
に
快

適
な
空
の
旅
が
楽
し
め
ま
す
。
上
回
か

ら
松
本
ま
で
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

に
よ
り
、
今
ま
で
よ
り
か
な
り
時
聞
が

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
料
金
〉

大
人

1
片
道
八
千
四
百
円
。
往
復
一
万

五
千
百
二
十
円
。

子
供

(
3
歳
以
上
ロ
歳
未
満

)
1片
道

四
千
二
百
円
。
往
復
八
千
四
百

円。

十
五
人
以
上
の
団
体
は
、
一
割
引
き
。

〈
発
着
時
刻
〉

大
阪
発
叩
時
加
分
↓
松
本
着
日
時
お

分
松
本
発
ロ
時
0
分
↓
大
阪
着
目
時
日

分
。

〈
お
問
合
せ
〉

〈お
問
合
せ
〉

民
生
部
保
健
予
防
課
保
健
係

戸
宮

@

四
一

O
O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二

松
本
市
役
所
商
工
部
観
光
課
(
宮
松

本
@
三

0
0
0
)

……一三一一一歳児……一沈下
一一一次際一
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八
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児検診日程表

日工li;;
49年7・8月生

塩田母子健
康センター

塩田全区

乳児検診日程表

会場 上田市健康センター 塩2階田支会議所案 祉川西社会悩セン1-

肘軍司 4か月 IJt 9か月児 4か月児 ~ J Tl ~足
9 9 

塩尻 東部 i孟旬t 東部;
11 I ~辺 南部 111辺 南部
l 京国 中央 泉国 中央

塩田全区 川西全区
地神川 北部 神川 北部

区神科 西部 神科 西.$

~殿|緩下 豊車2 ーま下

t'u 52年 4月生 51年 II月生 5521年年141月月エ時 5521年年141月月時エ

~n 23・日 24 日 29日 31日 30日 26日



昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
人
。
性
別
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

〈
お
問
合
せ
〉

教
育
委
員
会
体
育
課
体
育
振
興
係

ま〆、
資す

ー第

格

〈

RZ-E4W
制
円
〉

一
人
、
六
百
五
十
円
、
検
診
会
場
の

受
付
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

〈
受
け
ら
れ
な
い
人
〉

次
に
該
当
す
る
人
は
、
直
接
医
療
機

関
で
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

三
十
五
歳
以
下
の
人
。
胃
切
除
を
受

け
た
入
。

現
在
、
国
同
疾
患
で
治
療
中
の

入
。
国
同
の
調
子
の
悪
い
人
。
妊
娠
中
の

人
。
八

十
歳
以
上
の
人
。

〈
注
意
事
項
〉

検
診
前
日
の
午
後
八
時
以
降
か
ら
検

診
が
終
了
す
る
ま
で
、
飲
食
は
い
っ
さ

い
し
な
い
で
く
だ
さ
い

。

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
@

四

一
O
O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二

一

)

マ
課
長
補
佐
指
定
川
上
育
男
戸
商
工

相
談
所
長
)
マ

課
長
補
佐
指
定
内
藤
礼

治

(
点
字
図
書
館
長
)
マ
国
保
年
金
諜

庶

務

係

長

上

原

せ

い

(
国
民
年
金
係

長
)
マ
国
民
年
金
係
長
金
井
俊
雄
(
住

宅
係
長

)

主
査
級

マ
阪
口
太
作

(
昇
格
・
収
税

課
)
マ
荒
井
鉄
雄
(
昇
格
・
企
画
課
)

マ
小
林
登
美
子
(
昇
格
・
保
健
予
防
諜
)

マ
林
と
も
(
昇
格
・
保
健
予
防
諜
)

マ
水
野
の
ぷ
子
(
昇
格
・
保
健
予
防
課
)

マ
宮
本
智
夫
(
昇
格
・
保
育
課
)
マ
金

沢
浩
(
昇
格
・
体
育
諜
)
マ
成
沢
宏
昭

(
昇
格

・
体
育
課
)
マ
佐
藤
昌
太
郎
(
昇

格
・
上
小
衛
生
施
設
組
合
)

依
願
退
職
花
里
吉
見
(
議
会
事
務

局
長
、
六
月
三
十
日
付

)

だ一一(貯縦麟) 第 747号ー

門
ガ
ン
の
早
期
発
見
を
目
的
に
胃
集

団
検
診
を
次
に
よ
り
実
地
し
ま
す
の
で

申
込
者
は
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

胃
ガ
ン
は
、
早
期
に
発
見
し
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
覚
症
状
が
で

た
と
き
は
、
ガ
ン
は
相
当
進
ん
で
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
な
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
年

一
回
は
す
す
ん
で
同
検
診
を
受
け
ま
し

b
品

、『

J
a

時
人
事
異
動

雄
( 部
昇 長
格級
マ
国議
保会
年事
金務
課局
長長

E7月1日付
茂

※いずれの会場も午前7時40分か句
受付を始めます。

実施日 4Z3ス‘ 場 名

7月23日仕) JII 辺町会館

25 (月)

26日(火) 旧市泉田支所

27日(村 上野が丘公民館

28日附

29日幽

8月2日(刈 東塩田老人集会場

3日(柑

4日(木) 手塚公民館

5日闘 西塩田会館

6日仕) キ目 染 閣

8日(月) 保野公民館

9日ω 塩田母子健康センター
10日(材

11日附 市川 西支所

12日幽 川西社会福祉センター

胃集団検診日程表

課
長
級
マ

国

保

年

金

課

長

深

町

守
(
上
小
衛
生
施
設
組
合
所
長
)
マ
上

小
衛
生
施
設
組
合
所
長
市
川
雄
士
口
(昇

格
・
上
小
衛
生
施
設
組
合
業
務
係
長
、

所
長
補
佐
)

係
長
級
マ
住
宅
係
長
課
長
補
佐
指
定

小
林
陽
三

(
国
保
年
金
課
庶
務
係
長
)

ー
辛
l
l
干
l

干
l
辛
l

〈
と
き

・
と
こ
ろ
〉

?て田
千薬
品団

明るい職場づく りと生活安定の切に、事業所ぐる? 雲
みで「上田市勤労者互助会」に JJ日 入しまし 4 つ。~
資格一上岡市内に事業所があって、労働組合のな L、小 l 程
規棋工場、事業所、商庖などに勤務している従千 尋
業員の皆さん(臨時、パートなどの人は入会で+ ，~ 
きません。) 占 よ

入会=入会屈に入会金 100円を添えて、上回勤労者柄? 百
祉センター内同会事務局へ(入会届は、 同事務 4 行
局にあります) .l 

会費一毎月 200円 T 主
下表の共済制度のほか、会員同士、のレク リェーショョ 日一

ン、旅行、および相染問、わしば山荘を無料で利用で

きます。
貸付制度

。生活資金一 一50万同まで(無担保)
0住宅資金一一 1，000万円まで (住宅資金は県、市

から 利 子補給があります。担保有)

えつ

選挙運動①
選挙運動は、特定の選挙で自分の支持している人を
当選させようとして、有権者に働きかけることですか
ら、だれでも自由にできることが理想です。ところが
完全に自由にすると選挙の公正がおかされるおそれが
あります。
スポーツにルールがあるように、選挙にも一定のル
ールがあり、平等に選挙運動ができるよう保障し、い
ろいろ制限されています。
選挙運動の期間は、立候補の届出が受理されたとき
から投票日の前日までで、届出前や投票日に選挙運動
すると違反になります。
(1)選挙連動の方法
大きくわけて、文書と言論によるものに分けられます。
ア、文書、図画によす運動

①選挙運動用はがき
②選挙事務所、選挙運動用自動車、個人演説会を表
ポするポスター、立札、ちょうちんなど
③選挙運動用ポスターなど
④ビラ(国会議員選挙のみ) ， 
イ、言論では、個人演説会、街頭演説、ラジオ・テレ品
ピによる政見放送(国会議員、知事)立合演説会な l
どです。 .. 

一(7)一一一一昭和52年 7月16日 広報

共 1斉 事 由 給付額

~エh 員 150，000円
死 配偶者 60，000 

親子
20，000 

亡 5，000 
2親等までの同唐家族火災による死亡 5，000 

{主
全焼、全壊 200，000 

一 部火災 半焼、半壊 100，000 
毛{ 一部焼、一部壌 50，00u 

災 地謀、噴火による 半全焼、全壊、流失 50.000 

害
火災及びその他の 焼、半主主 25，000 
災害 一部焼、一吉1;壊、床上浸水 1，000 
廃 疾 50.000 

{窃 休業 14 日以上 2，000 

病
休業 30 日以上上 5，000 
休業 90 日以 10，000 

結 婚 15，000 
子 グ〉 出 生 5.000 

子の就学(小小校あるいは'I""j'・4主人'γ時に一-回)
33，0O000 0 

退職慰労金 (3年以上)

寿
銀陶銅器婚婚婚祝祝祝 (((結結結婚婚婚122505年年年)) ) 

2，000 

+兄
3.000 
4.000 

事業所ぐるみで加入明るい職場
く上田市勤労者互助会〉

選挙の知識

その⑥

共済金給付額表

輸
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えつ
3月1日

8号

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

〈
応
募
方
法
〉

ー
、
官
製
は
が
き
一
枚
に
一
点
。

2
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
連
絡
先
、
職
業
(
在

学
生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
)
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
点
数
〉

点
数
の

制
限
は
あ
リ
ま
せ

ん。

〈
締
切
期
日
・
応
募
先
・
お
問
合
せ
〉

八
月
三
十
一
日
ま
で
に
(
当
日
消
印

有
効
)
〒
捌
長
野
市
県
庁
内
障
害
福
祉

課
第
十
四
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー

ツ
大
会
長
野
県
実
行
委
員
会
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
(
宮
長
野
@
二
七
二
二

〈
審
査
〉

同
大
会
長
野
県
実
行
委
員
会
が
委
嘱

す
る
選
考
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

〈
発
表
〉

九
月
下
旬

の
予
定
、
入
選
者
に
は
通

知
し
ま
す
。

〈
賞
・
そ
の
他
〉

入
選
一
点
、
佳
作
数
点
、
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。

入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、

補
作
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

会
長
に
本
国
定
こ
さ
ん

納
税
組
合

連
合
会
役
員
決
る

五
十
二
年
度
上
田
市
納
税
組
合
連
合

会
の
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
ム
E

長

本
田
定
こ
さ
ん
(
新
屋
東

部
納
税
組
合
長
)

一副
会
長
藤
沢
酒
造
男
さ
ん
(
八
木

沢
第
五
納
税
組
合
長
)

同

荻

久

保

今

朝

平

さ

ん

(
下

常
国
第
四
納
税
組
合
長
)

同

大

井

昇

さ

ん

(

北

大

手

第
三
納
税
組
合
長
)

事

樋

口

広

さ

ん
(
上
川
原

柳
第
四
納
税
組
合
長
)

清
水
徳
男
さ
ん
(
古
士
口
町

納
税
組
合
長
)

肥
田
野
政
雄
さ
ん
(
大
屋

納
税
組
合
長

)

監
同同ご

寄

付

お

礼

マ
浦
里
保
育
園
保
議
者
会
様

四
冊
、
浦
里
保
育
園
へ

。

マ
浦
里
保
育
園
卒
園
児
保
護
者
会
様

座
机
一
個
浦
里
保
育
園
へ
。

マ
山
崎
善
四
郎
様
(
神
科
山
口

)
「
随

筆
句
集
、

耐
、
え
る
雑
草
」
二
十
四
冊
、

各
小
中
学
校
図
書
館
へ

。

マ
豊
殿
保
育
園
保
護
者
会
様
時
計
三

個

豊

殿

保

育

園

へ

。

マ
中
沢
ふ
き
子
様

(
川
越

市

)

二

万

円
、
報
恩
寮

へ。

マ
加
藤
造
園
様
し
だ
れ
柳
一
本
、
豊

殿
保
育
園
へ
。

マ
南
部
保
育
園
保
護
者
会
様

砂
場
、

日
よ
け
、
写
真
機
、
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト

本
だ
な
、
南
部
保
育
園
へ

。

マ
上
原
康
雄
様
(
吉
田
)

絵
本
十

土
地
三
七

カ

気

暑

-
二
肘
防
火
水
そ
う
用
地
と
し
て

マ
平
和
総
合
側
様
土
地
=
ご
・
八
三

百
防
火
水
そ
う
用
地
と
し
て
、
地
下

式
防
火
貯
水
そ
う
一
法
、
地
上
式
消
火

栓
三
基
、
消
火
栓
帰
納
箱
二
基
(
ホ
ー

ス
三
本
、
筒
先
、
開
閉
器
各
一
個
)

マ
山
岸
博
通
様
(
山
石
清
水
)
池
沼
一
九

肘
防
火
水
そ
う
用
地
と
し
て

マ
刷
ま
つ
ば
や
様
鯉
の
ぼ
り
七
セ
ッ

ト

各

保

育

岡

へ。

マ
泉
田
保
育
園
保
識
者
会
様
跳
び
箱

一

台

マ

ッ

ト

一

枚

泉

田
保
育
関

へ

マ
荒
井
英
昭
様
(
金
井
)
土
地
二
ハ

肘
防
火
水
そ
う
用
地
と
し
て

マ

福

沢

信

様

(

吉

田

)

ナ

シ

ョ

ナ

ル
メ
ガ
ホ
ン
一
台
泉
田
保
育
園
へ

マ
渡
辺
嘉
一
様
(
吉
田
)
桜
苗
木
四

本

泉

田

保

育

園

へ

マ
手
塚
自
治
会
様
花
壇
用
フ
ェ
シ
ス

西
塩
田
保
育
園

へ

マ
中
沢
生
男
様
(
長
入
)
土
地
二
二

肘

防

火

水

そ

う

用

地

と

し

て

防

火

水
そ
う
一
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